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世界的レベルでの
教育システム

　①昭和43年4月。平成12年に日本
眼鏡専門学校と早稲田眼鏡専門学
校が合併して開校。平成16年に校名
を東京眼鏡専門学校に変更。
　②卒業生6319人（全日制4026
人、通信教育2277人）。在校生241
人。
　③英会話、心理学、人体のしくみ、
光学入門、光サイエンス、眼鏡光学、
光学機器、眼科学、薬理学、眼のしく
み、屈折測定論、両目視機能検査、眼
鏡製作・調整、フィッティング実習、コ
ンタクトレンズ、流通論概論、眼鏡店
経営、眼鏡店マネジメント、メガネと
ファッション、カラーコーディネイト、人
間工学、プロダクトデザインの基礎、
手作りメガネ工房、学内実習、学外学
習など。
　修学旅行（国内・必須）＝フレー
ム・レンズ工場見学。
　④実践的な眼鏡技術者・眼鏡店経
営能力者の育成と人格面での形成を
目指す。
　▽3年制カリキュラムと少人数制の

授業▽外部の眼鏡店や眼科病院で
のインターン制度により、実践力を強
化▽クラスアドバイザーによるきめ細
やかな勉学・生活指導▽ガイダンス
や企業研究など万全の就職指導。
　⑤2018年3月「ケチャム大学・
TOC上級通信教育」の最初の終了
生を輩出した。認定眼鏡士S級取得
者に対するSS級進級試験の実施を
行った。
　⑥2017年度の就職率は100％。
求人企業数、求人数ともに増加して
おり、2018年度の内定率も100％と
なっている。
　⑦昨今の高校生・大学生の就職率
の高水準により、専門学校はますます
厳しい状況となる予想。学生の実践
力を強化し、即戦力の技術者を養成
したい。
▽学生の教育水準を引き上げ、実践
的な技術者を輩出する▽眼鏡業界向
けの教育プログラムの開発が当面の
課題となってくる。

①設立年月日
②卒業生数、在校生数
③カリキュラム
④教育方針
⑤この１年間の自校の変化
⑥昨年度就職状況、今年度就職展望
⑦今後の教育展望

　①昭和53年４月
　②卒業生1663人（全日生）、在校生
168人（通信教育生含む）
　③▽オプトメトリストの育成を目指し
たカリキュラム▽専門知識と技術の総ま
とめのカリキュラム編成で、基礎から専
門までの総合力を確実に身につける。
　基礎科目は
英語、数学、生
物学、保健体
育学、英会話、
心理学。専門
科目は光学系
、眼鏡学系、医
学系、視科学
系で構成。
　④教育基
本法と学校教
育法に基づき
、国際視力検眼連盟の定める国際基
準に添ったカリキュラムで、一般教養
のうえに専門的学問を探求し、人々の
視力と視機能力を保護育成することに
献身する専門の技術者（オプトメトリス
ト）を養成することを目的としている。

　⑤スペシャルクリニックの反響が高
い。スポーツビジョンセンターではプロ
野球の中日ドラゴンズはじめ各種スポ
ーツ選手の検査およびトレーニングの
アドバイスを行なっている。目の発達支
援センターでは、教育委員会や小・中
学校の先生からの依頼も増えている。

　⑥2017年度は、希望者はほぼ全員
就職。
　⑦専門科目の充実を図り、世界的な
レベルのビジョンケアに必要となる教
育システムの確立に努力していく必要
がある。

「豊かな人間性」備えた人材を養成

　①平成元年４月
　②卒業生342人、在校
生19人
　③▽教育系＝特別講
義（各界講話）、心理学、
国語、数学、外国語、体育
▽医療系＝目の解剖と生
理、眼疾患とCL（実習含
む）、屈折調節学（実習含
む）、両眼視機能学▽技
術系＝加工調整（実習含
む）、調整装用（実習含
む）、修理（実習含む）、ハ
ンドメイドフレーム（実習
含む）▽関連工学系＝フ
レーム、レンズ、補聴器、
関連機器▽美学系＝デザ
イン、色彩、美学、CG▽ビ
ジネス系＝基礎経営学、

実践的な
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　①昭和43年4月設立
　②卒業生約1590人、在校生23人
　③高卒３年制のはじめの１年間は
一般教養科目に重点を置きながらも、
その後への興味を繋げる専門科目を
組み合わせ、眼鏡と眼の基礎知識を習
得する。眼鏡学は単なる学術、知識の
集積ではなく、その本質は自身の経験
の中から体得するものであるとの本校
の考えに基づいている。２年生からは
大学卒業者も編入し、高度な専門知
識、技術の習得に努める。座学に加え
て実技、実習にウエイトを置いた体験
学習が特色である。眼鏡ファッション
にも注力しカラーコーディネーター資
格受験講座や、卒業年次の３年生で
は眼鏡フレーム製作、さらには接客販
売方法から商品ディスプレイ、眼鏡店
とは切り離すことのできない補聴器販
売技能の授業など、卒業後の眼鏡販
売実務において他者との差のつく実力
を養成している。そのほか総合病院眼
科外来や眼鏡店店頭での実務研修を
在学中に実施するのは本校の特色で
あり、現場力のつくカリキュラム編成と

現場力のつくカリキュラム編成

なっている。
　④「個々に合
わせた眼鏡づ
くり」を基本理
念とし、それを
実現できる専
門知識、専門
技能を養成し、
かつ現場で実
力が発揮でき
る人格形成を
目指している。

伝えるべき内容があっても、それが伝わ
らなければ無意味である。そのための
本校の教授陣はその大半が現役の現
場の認定眼鏡士であり、眼鏡店の経営
者である。眼鏡店経営者の日々の実践
が、即、学校での指導に反映されること
のメリットは大きい。最近はとくにフ
レーム製作に力を入れ、手作り眼鏡店
のオーナー職人によるハンドメイド・フ
レーム製作講座は学生の人気が高い
授業のひとつだ。
　⑤ビジョンケアとして医療に軸足を
置きながら、先にも述べたように最近は
モノ作りとしての眼鏡をより深く追求し
ている。
　⑥昨年度、本年度ともほぼ学生の希
望通りとなっている。
　⑦超高齢化社会の我が国の現状も
あり、また現在目指している眼鏡士の制
度化を踏まえ、眼鏡学校卒業者に対す
るニーズは高い。
　なお、平成30年11月5日より、校舎を
移転。新校舎は〒530-0055 大阪府
大阪市北区野崎町1-3 TEL .06 -
6315-6633／FAX.06-6315-7030

経営学、商学、マネジメントゲーム、ビ
ジネスマナー、関連法規▽演習・実習
＝インターシップ研修、実務演習、眼
鏡店実習、病院実習
　④▽眼鏡技術者としての専門知識
と優れた技術の習得はもちろん、メガ
ネを必要とする人々の要望に応える
ために必要な「豊かな人間性」を備え
た人材の育成を目指す▽基礎教育と
専門教育を卒業までの３年間を通じ
て学ぶ縦割りのカリキュラム▽メガネ
に関する研究活動と眼鏡店における
最新情報を専門教育に反映させるた
め「研究所」を併設し、国内外の眼鏡
店と連携する「トライアングル教
育研究システム」を備える▽各自
学生の将来に合わせカリキュラ
ムを構成する「チャーター方式」
を採用。
　⑤専門性を高めるため、現役
の眼鏡店社員の協力で、より実
践的な授業を組み立ている。ま
た、美や日本文化に根ざしたも
てなしの教養を深めるための特
別講座を設け、さらに海外体験、
芸術祭などの見学を行なう。
　⑥2017年度は全員就職。
2018年度も在学中に結婚した

女性を除き、全員就職が内定した。
　⑦▽「認定眼鏡士SS級」に対応し
た通信教育以外に「リムレス加工」
「両眼視機能測定」など２～３日の短
期セミナー研修を行ない、卒業後の
フォローや生涯教育の機会を充実さ
せる▽少子化・個性化に対応し、より
きめ細かな個人指導・教育を行なう
ための「チャータースクール」の充実
を図る▽高い教養を習得するため、
眼鏡店、病院をはじめ海外、福井メガ
ネフレーム工場、直島芸術祭などに
行き、それらを発表する機会を持ち、
能力の向上に役立てている。

教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来
信頼と魅力ある業界に向けて
求められる生活者視点の教育
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【社員のレベルアップは通信教育で】
  春コース（４月開講） = ２年制
  秋コース（10月開講）=２年制
●修了後「認定眼鏡士S級」が取得可能
 （通算５年間の実務経験が必要）

【眼鏡技術者への第一歩は全日制で】
●第一眼鏡学科（高校卒）=3年制
●第二眼鏡学科（短大・大卒）=2年制
●卒業後「認定眼鏡士SS級」が取得可能

眼鏡店の次世代を養成！
学生
募集中！
学生
募集中！

〒169-0073 東京都新宿区百人町2-26-10
TEL.(03)3360-7046 FAX.(03)3360-7143
http://www.toc.ac.jp


